
HandyLT HLT560L

株式会社　ユニテックス

ポータブルLTOアーカイブシステム

HandyLT HLT560LノートPC

大容量になればなるほど失えないデータだから、
どんな環境でも簡単・確実・スピーディにアーカイブ。

AC/DC電源、防塵・軽量設計など屋外使用に強いシステム

AC100V-240V、およびバッテリーキット（オプション）による給電
に対応
入力電圧監視機能によりバッテリー交換時期をお知らせ
AC電源とバッテリー電源の2系統化により瞬断･停電に対応
独自のカートリッジ挿入部機構により防塵性の強化と静音化を実現

●

●

●

●

USB3.0インタフェースによる優れた対応力と機能性

Mac OS XまたはWindowsのノートPC、デスクトップPC、サーバ機
に簡単接続
コントロール PC用×1、外部用ストレージ×4、計5つのUSB3.0
インタフェースを装置前面にレイアウト
複数のメモリカードリーダを接続すればSxS、P2等 映像データ
の連続アーカイブが可能

●

●

●

●

●

●

●

●

●

4K/8K映像から、建築・医療の現場記録まで、
幅広くアーカイブ

映像放送業界では、海外、とくに電源供給が安定していない極地
などでの4K/8K映像ロケにおいて、高価なメモリカードの効率的
な運用に最適
建築業界では、マンションなど長期にわたる建設の記録映像を
アーカイブしていくのに最適
医療業界では、手術などの高解像度記録映像データをアーカイブ
するのに最適

UNITEXのアーカイブソフトウェア（別売）の他、
市販アーカイブソフトウェアにも対応

最大2.5TB（圧縮時6.25TB）の大容量データを
1本のカートリッジに収納できるLTO-6対応

振動や衝撃、災害に強く、大容量データの長期保存に最適な
LTO-6を採用
140MB/secの高速データ転送速度（非圧縮時）
ドラッグ＆ドロップで使い勝手のいいLTFSフォーマットによる
アーカイブ

●

●

●

●

簡単操作で連続コピーが可能
自動ベリファイ機能により完全一致を確認
コピー元やコピー先情報、コピー＆ベリファイ結果レポートを出力
LTOテープと外付けHDDへ正副同時コピーが可能

FASTCopyLT　LTFSデータコピーソフトウェア

● LTFSフォーマットによるコピー＆ベリファイのほか、ファイル名や
アーカイブ日時、LTO識別名、コメント等を含むファイル管理、
サムネイル形式の表示、検索・参照機能、履歴といったオフライン
管理の機能が充実

TapeViewLT　アーカイブソフトウェア
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使用環境

お問い合わせ先

http://www.unitex.co.jp株式会社 ユニテックス

※ 記載の会社名、商品名、ソフトウェア名は各社の商標あるいは登録商標です。　※ 記載の内容、仕様、デザインなどは予告なく変更されることがありますのでご了承ください。

HandyLT HLT560L    Portable LTO Archive System

〒194-0021  東京都町田市中町2-2-4 ユニテックスビル
TEL:(042)710-4630  FAX:(042)710-4660

営業本部

〒600-8813  京都府京都市下京区中堂寺南町134 KRP2号館
TEL:(075)325 -1770  FAX:(075)325-1880

関西営業所

製品仕様

オプションソフトウェア
UNITEX TapeViewLT アーカイブソフトウェア

対応LTOメディア

型名

接続インタフェース

Ultrium6、Ultrium5

搭載LTOドライブ LTO-6ドライブ

HandyLT HLT560L
ソフトウェア LTFS3000 日本語GUIユーティリティ

USB3.0 x 1(ホスト接続用)
 USB3.0x4（外部機器接続用＝最大2.5Aまで）

入力電源

ファイルシステム

AC100-240V 50/60Hz アダプタ式、
DC12V（DC10.0-17.0V）

消費電力

アクセサリー（別売）

最大 50W
10℃-40℃
20％-80％

･バッテリーキット
･ジュラルミンケース
･TapeViewLT アーカイブソフトウエア

LTFS

外形寸法 220(W) × 324(D) × 110(H) mm(突起部含まず) 

質量 5kg

温度
湿度

前面図 背面図

使用方法

撮影現場で複数メモリカードの連続アーカイブ例
●

●

メモリカードが複数枚になっても一度の操作で連続アーカイブが可能（最大4枚）
メモリカード毎にアーカイブ操作を行う必要がないため、食事などの時間の
有効活用が可能

●

●

二度と同じものが撮影できない大切な映像データを2種類のメディア（LTO、HDD等）に
コピーできる
電源供給が安定していない極地でも安心してアーカイブできる

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

SxSやP2といった高価なメモリカードの映像データをLTOにアーカイブ（コピー）できる

メモリカード

導入の主なメリット

USB接続メモリカードリーダ（最大4台接続が可能）
複数のメモリカードを一括アーカイブ
ベリファイ機能により記録メディアと完全一致を確認
LTOテープとHDDへ同時アーカイブが可能
アーカイブデータの検索・参照が可能
アーカイブ処理の履歴・確認が可能
ファイル名、アーカイブ日時、LTO識別名、コメント等検索情報の管理が可能

ポストプロダクションにおける構成例

ホテルなどで
メモリカード内の映像データを

LTOにアーカイブ

遠方への取材等に、
メモリカードと

アーカイブシステムを準備

現場取材 現場取材後

ACアダプタ
1-ピンジャック

ガード付ロッカスイッチ

バッテリ用
XLR型レセプタクルS

主電源SW

4×USB3.0

1TB
1TB

USB3.0

1TB
1TB

USB3.0

LTFS LT60 USB
SxS

RDX
16GB

32G B

USB3.0
外部PC用

ノートPC

ノートPC

LTFS3000日本語GUIユーティリティ

日本語GUIにより、ひとつのGUI画面で全ての操作･管理が可能
Windows Explorer/Mac Finderからのドラッグ&ドロップ操作でデータの移動/
コピー/削除が可能
複数テープへの同時書き込みを可能にし、データの保全性を大幅に向上
複数OS環境（Windows、MacOSX、Linux）でデータの共有・交換が可能


